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議
初市議会

長
．
「
樋
口
氏

副
議
長
は
近
藤
氏
各
委
自
貝

も
決
る

改
選
後
初
の
第
三
回
臨
時
市
議
会
は
四
月
六
日
午
前
十
時
市
役
所
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
議
長
に
樋
口
政
太
郎
氏
、
副
議
畏
に
近
藤
雄
四
郎
氏
と
き
め
、
ま
た
常
任
委

員
会
の
委
員
と
そ
の
正
副
委
員
長
を
決
め
た
ほ
か
、
各
種
役
員
な
ど
十
五
議
案
を
審
議
し
て
決

め
、
午
後
四
時
に
終
り
ま
し
た
。

納
税
組
合
補
助
金
交
付
規

定
に
つ
い
て

　
ご
の
こ
と
に
つ
き
改

正
さ
れ
た
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
、
納
税
組
合
で
期
限

内
に
取
り
纒
め
納
付
し

た
税
額
に
限
り
三
分
（
旧
三
分
五

厘
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

一
、
組
合
事
務
処
理
費
と
し
て
一
人

八
十
五
円
（
旧
六
十
五
円
）
の
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

一
、
納
税
組
合
の
資
格
は
十
人
以
上

の
納
税
義
務
者
で
あ
り
、
市
長
が
指

定
し
た
特
別
徴
収
義
務
者
も
該
当
し

ま
す
。
　
（
従
前
通
り
）

議長選睾の投票風景

一
、
補
助
金
の
交
付
期
日
は
翌
年
の

五
月
末
目
に
ま
と
め
て
交
付
し
ま

す
。
（
旧
十
一
月
末
日
と
翌
年
五

月
末
日
の
二
回
）

一
、
前
納
報
奨
金
は
納
期
前
納
入
税

額
の
百
分
の
一
に
各
期
の
納
期
ま
で

の
月
数
を
乗
じ
た
額
が
報
奨
金
と
し

て
税
を
前
納
し
た
時
交
付
さ
れ
ま

す
。

報
奨
金
の
交
付
制

度
の
利
用

市
税
の
納
期
前
納
入
者
に
対
す
る
報

め
て
、
法
の
定
め
に
よ
り
年
長
の
後

藤
唯
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
っ
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　
山
口
市
長
は
全
議
員
に
当
選
の
・
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
お
く
り
、
今
後
ま

す
く
市
政
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
る

よ
う
願
い
ま
す
、
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
議
事
に
は
い
り
、
議
長

の
選
挙
は
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る
こ

と
に
な
り
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
樋
口
政
太
郎
氏
が
十
九
票

　
（
石
坂
正
隆
五
票
、
小
海
隆
三
郎
三

票
、
竹
内
真
一
票
、
近
藤
雄
四
郎
一

票
、
無
効
一
票
）
で
当
選
し
ま
し

た
。
通
口
議
長
は
就
任
の
あ
い
さ
つ

の
の
ち
議
長
席
に
着
い
て
議
員
の
議

席
を
く
じ
で
決
め
ま
し
た
。

　
副
議
長
の
選
任
は
投
票
に
よ
っ
て

奨
金
変
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
保
険
料

に
た
い
し
て
次
の
計
算
．
例
に
よ
り
前

納
報
奨
金
が
納
税
の
際
市
役
所
、
反

は
出
張
所
、
駐
在
室
の
窓
口
に
お
い

て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
下

さ
い
。
但
し
前
納
さ
れ
る
場
合
は
以

前
の
税
金
に
未
納
額
が
あ
る
者
に
た

　いし

て
は
前
納
報
奨
金
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

◎
固
定
資
産
税
の
第
一
期
分
納
入
の

際
に
二
期
以
降
五
期
分
を
前
納
し
た

場
合
の
計
算
例
。
（
表
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
）

　
【
説
明
】
①
納
期
前
に
納
付
し
た

税
額
の
百
万
の
一
に
納
期
前
に
係
る

月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
で
期
別
割
二

一
挙
く
じ
護
の
仮
馨
き

き
め
る
こ
と
に
な
り
、
投
票
の
結
果

近
藤
雄
四
郎
氏
が
九
票
（
山
口
秀
二

七
票
、
小
海
隆
三
郎
六
票
、
柳
宗
平

四
票
、
保
坂
真
平
二
票
、
石
坂
正
隆

一
票
、
竹
内
真
一
票
）
で
当
選
し
ま

し
た
。
常
任
．
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

み
ん
な
で
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
た
ん
休
憩
し
ま
し
た
。
再
開
後
議

長
よ
り
常
任
委
員
の
案
を
出
し
て
こ

れ
を
決
め
、
さ
ら
に
正
副
委
員
長
を

き
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
臨
時
出
納
立
会
議
員
に

滝
沢
忠
太
郎
、
山
田
正
邦
、
桑
原
武

志
の
三
氏
。

都
市
計
画
留
議
会
委
員
に
樋
口
政
太

郎
、
池
田
広
吉
、
塩
川
好
司
、
山
口

秀
二
、
島
田
直
治
の
五
氏
。

十
日
町
市
ほ
か
二
ヵ
町
村
伝
染
病

舎
、
組
合
議
会
の
議
員
に
近
藤
雄
四

郎
、
阿
部
ケ
イ
、
後
藤
唯
七
の
三
氏

　
　
　
　
．
“
；
嵩
“
区
二
！
面
臼
殉
；
｛
鰯
晒
噌
．
西

監
査
委
員
に
樋
口
惣
一
郎
氏
、
上
水

道
委
員
会
の
委
員
に
竹
内
頁
、
庭
野

吉
郎
、
石
坂
正
隆
、
大
島
昭
三
、
保
坂

真
平
、
高
田
啓
助
、
後
藤
唯
七
の
八

氏
。
　
消
防
委
員
会
の
委
員
に
村
山
政
一

郎
、
井
川
修
一
、
大
島
憲
治
、
斉
木

正
義
、
片
賢
吉
、
庭
野
栄
作
の
六
氏

を
決
め
ま
し
た
。

　
ま
た
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
買
う
こ
と

が
き
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
市
建

設
計
画
に
基
す
い
て
農
道
、
農
地
の

事
業
な
ど
に
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い

た
も
の
で
、
こ
と
し
の
予
算
に
あ
が

っ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
こ
ん
ど
正

式
に
小
松
製
作
所
（
東
京
都
千
代
田

区
）
か
ら
買
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
価
格
は
四
百
四
十
五
万
円
で

す
。
ま
も
な
く
こ
の
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

が
活
や
く
す
る
の
が
み
ら
れ
る
こ
と

三
四
一
巴
咀
場
：
博
繕
昌
ユ
噂
隠
”
　
　
噌
昭
，
二
．
岬
“
吊
「
ー
腸
田

こ
で

と
　
い
ま
す
ロ

常
任
委
目
貝
会

の
顔
ぶ
れ

　
　
（
◎
委
員
長
　
▽
副
委
員
長
）

◇
総
務
財
政
（
7
）
◎
竹
内
真
、
▽

片
賢
吉
、
塩
川
好
司
、
樋
口
政
太
郎

高
田
啓
助
、
庭
野
忠
正
、
桑
原
武
志

◇
文
教
厚
生
（
7
）
◎
小
海
隆
三
郎

▽
後
藤
唯
七
、
庭
野
吉
郎
、
阿
部
ケ

イ
、
保
坂
真
平
、
井
川
修
一
、
斉
木
正

義◇
建
設
（
8
）
◎
山
口
秀
二
、
▽
大

島
昭
三
、
庭
野
栄
作
、
庭
野
義
雄
、

近
藤
雄
四
郎
、
島
田
直
治
、
徳
永
泰

敏
、
尾
身
美
教

◇
経
済
（
8
）
◎
柳
宗
平
、
▽
石
坂

正
隆
、
滝
沢
忠
太
郎
、
池
田
広
吉
、

大
島
憲
治
、
樋
口
惣
一
郎
、
山
田
正

邦
、
村
山
政
一
郎

＝
．
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マ
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縣
内
ど
　
　
も
通
用

国
保
新
被
保
険
者
証
交
付

　
み
な
さ
ん
の
は
い
っ
て
い
る
国
民
一

健
康
保
険
が
縣
内
ど
こ
の
病
院
（
新

潟
医
大
附
属
病
院
を
除
く
）
で
も
取

り
扱
2
彪
奮
ま
し
た
・
㎜

　
ご
れ
は
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正

に
よ
る
も
の
で
、
販
り
扱
い
は
こ
顧

ま
で
の
市
内
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
受
診
証
が
「
被

保
険
者
証
」
に
変
り
ま
す
。

　
受
診
証
は
四
月
一
ぱ
い
で
使
わ
れ

な
く
な
り
五
月
か
ら
新
ら
し
い
被
保

、
O
O
O
円
の
場
合
前
納
報
奨
金
は

　
五
宵
円
に
な
り
ま
す
。

②
こ
の
納
税
者
が
納
税
額
の
百
分
の

三
（
限
度
額
一
万
円
）
右
例
の
場
合

は
一
万
円
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
三
百

円
が
翌
年
五
月
に
補
助
金
と
し
て
別

に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
人
の

険
者
証
で
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
　
被
保
険
者
証
は
四
月
中
に
嘱
託
員

を
通
じ
て
各
家
庭
に
お
と
ど
け
し
ま

す
か
ら
、
そ
の
と
き
は
受
診
証
と
引

換
え
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
被

保
険
者
証
を
受
販
り
ま
し
た
ら
、
ま

ち
が
っ
て
書
か
れ
た
り
、
家
族
に
記

一
入
も
れ
が
な
い
か
な
ど
し
ら
べ
て
、

一
も
し
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

一
役
所
保
鶴
嚢
ま
畠
し
出
て
く

納
税
額
に
た
い
し
て
交
付
す
る
金
額

は
合
計
八
百
円
に
な
り
ま
す
。

③
納
税
組
合
に
加
入
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
市
税
の
納
期
納
入
に
よ
り

滞
納
を
な
く
し
て
、
明
る
い
住
み
よ

い
十
日
町
市
建
設
に
御
協
力
を
あ
願

い
致
す
次
第
で
す
。

だ
さ
い
。

　
保
険
法
は
原
則
と
し
て
二
重
加
入

（
職
場
の
健
康
、
共
済
組
合
、
日
雇

健
保
等
に
加
入
し
て
い
る
者
の
扶
養

家
族
で
あ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）

が
み
と
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
十
日
町
市
で
は
法
で
み
と
め
ら

れ
て
い
る
昭
利
三
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
は
、
既
得
権
者
（
昭
和
三

グラ7で見る市の姿

五　四　三　二　一一 期

計毫翠発翠翻 別
及

年　一　月　月　月 ぴ
二　月　三　三　＝2 納

渠皐＋土早 期
限

日　日　日　日　日
一
〇
　 二　二　二　二　二
、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、

O　O　O　O　O　O
O　O　O　O　O　O
O　O　O　O　O　O

翁
の
膿
月納
期

十　七　五　三 前
カ　カ　カ　カ に
月　月　月　月 係

数る
一　　　一

糊
五　二　一　一 る者
O　O　四　〇　六 報に

O　O　O　O　O 奨
円 金・

人口推移

　
　
　
　
な
コ
ヒ
ぐ
　
ず
　
し
こ
き
さ
コ

十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
二
重

加
入
し
て
い
た
者
）
は
い
ま
ま
で
ど

お
り
、
国
保
被
保
橿
者
と
し
ま
す

が
、
一
月
一
日
か
ら
新
ら
し
く
二
重

加
入
し
た
者
は
国
保
か
ら
は
す
さ
れ

ま
す
。

　
職
場
保
険
に
は
い
っ
た
と
き
や
、

や
め
た
と
き
、
ま
た
扶
養
者
と
な
っ

た
と
き
や
、
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
は
そ
の
つ
ど
国
民
健
康
保
険
に

と
ど
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
給
付
制
限
が
ゆ
る
め
ら
れ
て

｝
い
ま
す
。
一
月
一
日
か
ら
入
院
し
た

と
き
の
基
準
看
護
料
が
制
限
か
ら
は

す
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
現
任
十
日
町

市
で
制
限
し
て
い
る
も
の
は
入
院
し

一
た
と
き
の
賄
料
、
寝
具
料
と
入
れ
歯

一
だ
け
で
す
・

［
　
な
お
被
保
険
者
証
に
書
い
て
あ
る

藷
毒
墓
藝
下
さ
い
・

無
断
で
は
で
き
な
い

　
　
　
　
小
作
地
の
取
り
上
げ

　
昭

ご
ニ
も
ず
リ
ミ
ダ
ヒ
き
イ
も
じ
こ
コ
ず
ヘ
コ
ず
ヘ
ノ
ロ
ご
ノ
ロ
コ
ク
こ

四
、
以
上
に
あ
げ
た
外
で
農
地
法
の

　
目
的
か
ら
見
て
も
、
小
作
契
約
を

　
終
了
さ
せ
る
ご
と
が
至
当
で
あ
る

　
と
判
断
さ
れ
る
正
当
の
纂
由
が
あ

　
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
亙
、
小
作
契
約
書
に
は
一
定
の
様

式
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
農
業
委
員

会
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
の
小

作
契
約
轡
の
契
約
期
間
は
五
ヵ
年
間

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
五
ヵ
年
で
契

最
近
小
作
地
の
取
り
上
げ
や
相
談

が
目
立
っ
て
来
ま
し
た
。
農
業
委
員

会
に
届
け
出
な
い
で
無
断
で
小
作
地

を
販
り
あ
げ
た
り
、
返
還
し
た
り
し

ま
す
と
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
、
そ
の
返
還
は
無
効
と
な
り
ま

す
か
ら
充
分
注
意
し
て
必
す
、
農
業

委
員
会
に
申
し
出
て
縣
知
事
の
許
可

を
受
け
、
違
反
の
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
小
作
地
の
返
還
は
次
の
何

れ
か
の
理
由
が
な
い
と
許
可
さ
れ
ま

せ
ん
。

一
、
小
作
人
が
特
別
の
事
情
が
な
い

　
の
に
小
作
料
を
納
め
な
い
な
ど
、

信
義
違
反
の
あ
っ
た
場
合

二
、
そ
の
小
作
地
を
農
地
以
外
の
も

　
の
に
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
み
て

必
要
で
あ
り
、
農
地
を
潰
す
こ
と

　
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合

三
、
取
り
上
げ
に
よ
る
小
作
人
の
生

　
計
へ
の
影
響
が
、
小
作
八
の
耕
作

　
者
と
し
て
の
地
位
の
安
定
を
害
さ

　
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ

　
地
主
が
自
作
す
る
だ
け
の
経
営
能

　
力
や
施
設
が
あ
り
、
地
主
が
自
作

　
す
る
緊
急
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ

る
場
合

約
が
終
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契

約
書
に
記
載
し
て
あ
る
期
限
が
来
て

も
、
地
主
に
正
当
な
理
由
が
な
い
と

き
は
小
作
地
の
販
上
げ
が
で
き
す
、

契
約
は
更
に
続
け
ら
れ
て
ゆ
き
ま

す
。
叉
契
約
期
間
中
で
あ
っ
て
も
正

当
な
理
由
が
あ
れ
ば
、
解
約
の
申
請

が
で
き
ま
す
。
更
に
地
主
と
小
作
人

の
両
者
が
協
議
の
上
勝
手
に
作
っ
た

契
約
書
を
も
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は

　
　
大

ず
じ
し
ノ
く
コ
ヘ
ロ
ド
ロ
ぽ
も
ロ
ヘ
　
ず
ち
く

悪
も
の
と
し
て
葎
で
認
め
蘇

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
作
料

は
知
事
が
認
可
し
た
範
囲
内
で
授
受

し
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
、
小
作
契
約

『
を
し
な
い
と
小
作
料
が
わ
か
ら
な
い

蓼
に
・
暗
小
作
製
幾
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
他
、
農
地
に
関
係
し
た
こ
と
に
つ

い
て
ヤ
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
　
　
っ

濯
と
が
あ
．
た
と
き
は
躍
奮

会
に
相
談
に
御
出
で
下
さ
い

全国人口30年89，275，529人密度1平方k241，5

県人口30年　2，473，492人〃　　　　196，7
十日町市30年　　　42，848人〃　　　　271，7

〃　　　34年3月　43，415人〃　　　　275，0

記
念
植
樹
を
し
ま
し
ょ
う

　
本
年
は
皇
太
子
殿
下
御
結
婚
を
記

念
し
て
植
樹
運
動
が
全
国
的
に
行
わ

れ
ま
す
。
十
日
市
で
も
左
の
要
領
で

植
樹
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
か
ら
、
こ
の
機
会
に
一
本
で

も
多
く
、
記
念
植
樹
運
動
を
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
次
の
造

林
に
は
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

一
、
階
段
造
林

一
団
地
三
〇
ア
ー
ル
（
三
反
歩
）
以

上
に
対
し
て
（
実
面
積
）
縣
よ
り
補

助
金
が
変
付
さ
れ
ま
す
。
補
助
金
は

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
町
歩
）
当
り
四

万
円
以
上
の
予
定
で
、
階
段
造
林
の

適
地
は
傾
斜
度
二
五
度
か
ら
三
五
度

位
の
間
に
階
段
巾
一
米
五
〇
糎
、
延

長
は
三
〇
〇
米
以
内
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

二
、
一
般
造
林

1
、
一
団
地
五
ア
ー
ル
（
五
畝
）
以

上
の
造
林
に
対
し
て
、
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
り
縣
よ
り
約
二
万
円
の
補
助
金

が
交
付
ざ
れ
、
更
に
学
校
植
林
場
合

は
約
八
、
O
O
O
円
の
追
加
補
助
の

予
定
で
す
。

2
、
五
ア
ー
ル
以
下
の
場
合
に
は
、

市
よ
り
苗
木
代
金
程
度
の
補
助
金
を

変
付
の
予
定
で
す
。

以
上
階
段
造
林
及
び
一
般
造
林
共

針
葉
樹
（
杉
、
松
類
）
の
み
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
桐
の
植
栽
は
特
に
市
と
し
て
は
、

空
閑
地
利
用
に
よ
る
一
戸
一
本
以
上

の
桐
の
値
栽
予
定
で
本
年
は
今
か
ら

苗
木
の
確
保
を
し
、
優
良
苗
を
配
付

の
予
定
で
あ
り
ま
す
。
但
し
補
助
金

の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
階
段
造
林
及
び
一
般
造
林
の

予
定
地
並
び
に
樹
種
、
本
数
、
桐
の

苗
木
註
交
を
四
月
中
に
各
農
事
連
絡

員
に
交
書
を
以
っ
て
、
各
部
落
を
取

り
纒
め
て
い
た
y
く
予
定
で
あ
り
ま

す
。
な
お
ご
不
朋
の
点
は
経
済
課
に

御
問
合
せ
下
さ
い
。

尾
口
さ
ん
が
寄
附

　
本
町
五
丁
目
尾
口
平
吉
さ
ん
は
三

月
二
十
六
日
福
祉
事
務
所
を
訪
れ
、

こ
の
た
び
父
平
入
郎
死
亡
に
際
し
そ

の
番
典
返
と
し
て
社
会
事
業
費
に
し

金
壱
万
円
を
寄
附
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
　
　
　
（
社
会
福
祉
事
務
所
）

1
、
今
月
は
固
定
資
産

税
第
一
期
分
と
、
国
民

健
康
保
険
料
第
一
期
分

（
仮
算
定
）
の
納
税
の

月
で
す
。
納
期
限
は
四

月
末
日
。

◎
固
定
資
産
税
令
書
は

一
放
に
全
期
分
を
刷
り

こ
ん
で
あ
り
、
納
期
は

五
回
に
分
れ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
各
納
期
ま
で

に
納
付
し
て
下
さ
い
。

◎
保
険
料
令
書
は
今
年

の
民
税
の
課
税
標
準
額
が
決
定
さ
れ

マ
ヱ
ゐ
ロ
ヱ
ゐ
じ
ヱ
じ
ず
ゆ
ロ
マ
ほ
じ
げ
ロ
ヱ
ム
を
ヱ

姻
藤
．
贋
蠣
…
礫
．
．
㎜
．
憾
…
嫌
薦
、
．
卿
”
療
、
　

◇
該
当
者
七
九
二
名

　
昭
和
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

　
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た

市
内
任
住
者
。

◇
期
日
　
五
月
一
日
（
予
定
）
午
前

　
十
時
半
よ
り
午
後
一
時
ま
で
。

◇
会
場
十
日
町
小
学
校
下
運
動
場

◇
成
人
記
録
解
生
活
記
録
4
募
集

－
内
容
　
成
人
に
な
っ
た
感
想
や
生

　
活
記
録
、
論
交
、
作
文
、
日
記
、

詩
等
。

る
ま
で
昨
年
の
保
険
料
総
額
の
六
分

の
一
の
額
で
と
り
た
て
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎
民
税
（
所
得
割
）
の
決
定
後
は
八

月
第
三
期
に
お
い
て
精
算
し
不
足
額

は
そ
の
後
の
納
期
に
と
り
た
て
、
納

め
過
ぎ
た
額
は
お
返
し
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

2
、
軽
自
動
車
税
の
申
告
に
つ
い
て

（
軽
自
動
車
と
は
原
動
機
付
自
転
車

軽
自
動
車
、
二
輪
の
小
型
自
動
鳶
．
、

耕
頼
機
を
い
う
）

◎
こ
の
税
の
賦
課
期
日
は
四
月
一
日

で
あ
り
、
期
税
は
五
月
末
日
。

◎
賦
課
期
日
後
に
軽
自
動
車
を
所
有

し
た
者
に
は
そ
の
所
有
し
た
月
の
翌

月
か
ら
月
割
で
税
金
が
か
＼
り
ま

す
。
廃
車
し
た
と
き
は
廃
車
し
た
月

ま
で
月
割
を
も
っ
て
税
金
が
か
か
り

ま
す
。

◎
軽
自
動
車
を
所
有
し
た
者
は
、
所

有
し
た
十
五
日
以
内
に
申
告
轡
を
市

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
廃
車
し
た
と
き
も
廃
車
し

た
告
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
そ
の
旨

申
し
て
下
さ
い
。
（
申
告
用
紙
は
則

務
課
に
あ
り
ま
す
）

◎
正
当
な
事
由
が
な
く
て
申
告
を
し

な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
三
万
円

以
下
の
過
料
を
科
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

◎
新
た
に
軽
自
動
隼
を
所
有
さ
れ
た

方
反
は
所
有
し
て
い
な
が
ら
未
届
け

の
方
は
す
み
や
か
に
申
告
し
て
標
識

の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

◎
耕
頼
機
の
所
有
者
は
軽
自
動
車
届

出
書
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
証
書

標
識
（
鑑
札
）
手
数
料
二
百
円
を
添

え
て
新
潟
縣
陸
運
事
務
所
へ
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

便
宜
上
財
務
課
に
於
い
て
届
出
の
手

続
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
四
月

末
日
ま
で
に
届
出
て
標
識
の
交
付
を

受
け
て
下
さ
い
。

璽
．
．
6
．
6
．
　
．
・
．
：
．
G
9
　
6
．
6
。
6
一
G
一
G
朝
6
．
q
．
璽

2
姦
四
百
護
稿
用
紙
五
枚
］

以
内
。

3
締
切
四
月
二
十
五
日
（
当
日
消
印

　
有
効
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
職

　
業
、
生
年
月
日
を
朗
記
し
て
十
日

　
町
市
公
民
館
宛
送
付
の
こ
と
。

4
表
彰
入
選
者
に
成
人
式
当
日
市

養
、
嚢
嚢
、
蓑

　
員
会
賞
を
援
与
す
る
。

そ
の
他
健
康
手
張
の
贈
呈
。
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て
い

ま
ず
か

知
事
県
議
選
は
2
3

市
長
選
挙
は
3
0
、
日日

　
こ
の
四
月
に
は
三
つ
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
二
十
三
日
に
は
縣
議

会
議
員
と
縣
知
事
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
三
十
日
に
は
市
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。
ど
の
選
挙
も
私
た
ち
の
生
活
に
つ
な
が
る
身
近
か
な
選
挙
で

す
。
私
た
ち
の
生
活
が
豊
か
で
楽
レ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
朋
る
い
正
し

い
選
挙
を
行
い
ま
し
よ
う
。

し
あ
わ
せ
は
自
分
の
手
で

　
私
た
ち
が
県
議
や
知
事
そ
し
て
市

長
に
ど
ん
な
入
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て

ま
た
正
し
い
投
票
を
す
る
か
、
ど
う

か
に
よ
っ
て
県
や
市
が
、
ひ
い
て
は

私
た
ち
の
生
活
が
よ
く
も
悪
く
も
な

る
と
い
え
ま
し
よ
．
う
。

　
し
あ
わ
せ
は
、
自
分
の
手
で
つ
く

る
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
住
ん
で
い

る
縣
や
市
を
豊
か
な
明
る
い
も
の
に

す
る
に
は
、
よ
い
政
治
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
き

れ
い
な
選
挙
に
よ
っ
て
よ
い
人
、
い

い
か
え
れ
ば
適
任
者
を
選
ぶ
こ
と
が

大
切
な
わ
け
で
す
。
い
ろ
く
の
情

実
や
因
縁
な
ど
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
、

自
分
の
意
志
に
よ
ら
な
い
で
、
い
い

か
げ
ん
に
し
勝
ち
で
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
結
果
は
私
た
ち
の
縣
や
市

を
暗
い
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
で
す
か
ら
こ
の
た
び
の
選
挙
に

は
私
た
ち
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
よ
う

な
政
策
や
識
見
を
も
ち
、
公
正
に
忠

実
に
そ
れ
を
実
行
す
る
人
を
選
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

擁賭毒

雛
翌

政
治
常
識
を
こ
の
際
大
い
に
生
か
し
『

候
補
者
の
演
説
会
、
立
会
演
説
会
、

政
見
放
送
、
新
聞
広
告
な
ど
を
つ
と

め
て
「
よ
く
み
、
よ
く
聞
き
、
候
補

者
を
知
り
、
ま
た
考
え
て
こ
れ
と
思

う
人
を
自
分
の
意
思
に
よ
っ
て
よ
く

選
ぶ
」
こ
と
で
す
。

　
あ
な
た
は
選
挙
人
名
簿

　
に
も
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
選
挙
人
名
薄
に
登
録
さ
れ
な
い
と

い
か
に
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
投
票
さ

旧鰯

≡
≡
≡
≡
≡
圃
≡
一
…
≡
…
＝
≡
…
口
…
≡
琶
目
≡
…
≡
一
目
…
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
運
－

投票率91・46パーセント

員がどれから四年間私たちにかわつて．私たちの生活に直接つながりの

あるいろいろのことを議会において決める役目をしてくれます。ここに
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れ
ま
せ
ん
。
市
長
選
挙
の
補
充
名
簿

が
次
の
要
領
で
作
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
の
で

き
る
者
は
①
基
本
選
挙
人
名
簿
と
、

い
ま
ま
で
而
議
、
縣
議
、
知
事
な
ど

の
選
挙
の
と
き
作
ら
れ
た
補
充
名
簿

に
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
者
で
②
こ
の

名
簿
を
調
整
す
る
四
月
二
十
二
日
現

在
で
年
令
満
二
十
才
以
上
に
な
っ
た

者
（
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
三
日
以

前
に
生
れ
た
者
）
③
そ
の
日
ま
で
引

続
き
三
ヵ
月
以
上
市
内
に
住
所
を
有

す
る
者
（
昭
和
三
十
四
年
一
月
二
十

二
日
以
前
か
ら
住
所
を
有
す
る
者
）

で
す
。
こ
れ
ら
の
要
件
を
得
た
者
は

四
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日
の
二
日

間
に
名
簿
の
登
録
申
請
を
市
役
所

（
出
張
所
管
内
は
各
出
張
所
）
へ
申

し
出
て
下
さ
い
。

間
違
え
な
い
で
下
さ
い

投
票
時
間
を

　
投
票
の
場
所
は
み
な
さ
ん
に
お
わ

た
し
し
た
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
と

こ
ろ
が
あ
な
た
の
投
票
所
で
す
。

　
投
票
時
間
は
「
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
」
迄
で
す
が
、
次
の
投
票
区

の
投
票
所
で
は
特
別
に
「
午
前
七
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
」
で
す
か
ら
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

第
十
四
投
票
区
∬
字
田
ヵ
沢
、
菅
沼

　
山
新
田
、
小
貫
、
柴
倉
。

第
十
五
投
票
区
“
東
枯
木
契
、
西
枯

木
巫
。

第
十
六
投
票
区
聾
高
場
、
三
ッ
山
、

　
蕨
木
巫
、
上
田
原
、
笠
置
。

第
二
十
六
投
票
区
肛
塩
ノ
叉
。

　
県
議
が
先
、
知
事
は
後

　
二
十
三
の
選
挙
で
投
、
票
用
紙
と
渡

さ
れ
る
順
序
は
、
先
す
最
初
に
縣
議

会
議
員
の
投
票
用
紙
（
赤
刷
り
）
を

お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
候
補

者
一
人
を
書
い
て
投
票
し
て
下
さ

い
。
次
に
縣
知
事
の
投
票
用
紙
（
黒

刷
り
）
を
お
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
同

様
に
投
票
し
て
下
さ
い
。
で
す
か
ら

投
票
用
紙
を
受
取
っ
た
と
き
は
よ
く

た
し
か
め
て
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

し
て
下
さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
一

　
棄
権
は
危
険
で
す
　
　
　
一

　
自
分
が
投
票
し
な
い
で
も
誰
れ
か

が
す
る
だ
ろ
う
と
、
ま
た
桜
の
花
見
・

ご
ろ
だ
か
ら
技
票
す
る
よ
り
も
と

か
、
今
日
は
忙
し
い
か
ら
な
ど
と
い

っ
て
棄
権
す
る
こ
と
は
主
権
者
と
し

て
政
治
に
参
加
す
る
大
切
な
権
利
を

自
ら
捨
て
る
こ
と
で
す
。

市
長
選
挙
立
会
演
説
会
計
画

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
去
る
九

日
、
市
長
選
挙
候
補
予
定
者
を
招
き
、

立
会
演
説
会
の
計
画
を
た
て
ま
し
た

　
立
会
演
説
会
は
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
で
き
る
だ
け
多
数
候
補
者
の
政

見
を
き
い
て
い
た
〉
く
た
め
、
場
所

や
日
時
な
ど
候
補
予
定
者
の
意
見
を
（

聞
い
て
計
画
を
た
て
ま
し
た
。
み
な
へ

さ
ん
が
一
人
で
も
多
く
聞
い
て
下
さ
埠

い
。
立
会
演
説
会
の
計
画
は
次
の
と
叩

お
り
で
す
。

（
＋
日
町
嚢
箋
員
会
）
唱

市
長
選
挙
立
会
演
読
会
を
開
催
す

る
予
定
の
日
時
及
び
会
場

月
　
　
　
　
日

会

場

昼
（
午
後
一
蒔
）

例
（
午
後
八
時
）

四
月
一
干
四
日
（
金
）

東
下
組
小
学
校

下
条
小
学
校

四
月
二
＋
五
日
（
土
）

飛
渡
第
示
堂
校

川
治
小
学
校

四
月
二
＋
六
日
（
日
）

吉
田
小
学
校

鐙
島
小
学
校

四
月
二
＋
七
日
（
月
）

十
日
町
小
学
校

中
条
小
学
校

四
月
二
＋
八
日
（
火
）

ニ
ツ
屋
小
学
校

麻
畑
小
学
校

四
月
二
＋
九
日
（
水
）

大
池
小
学
校

わ
た
し
は
し
ょ
う
が
く

い
ち
ね
ん
せ
い

斎木正義山田正邦庭野吉郎大島昭三村山政一郎塩川好司、

684票702票726票1727票　728票　793票

滝沢忠太郎尾身美教庭野義雄後藤唯七井川修一柳　宗平

635票656票665票　668票675票683票

庭野栄作小海隆三郎・桑原武志片　賢吉池田広吉近藤雄四郎

583票588票590票　617票619票630票

高田啓助山口秀二阿部ケイ　竹内　真庭野，忠正大島審治

　
　
き
よ
ね
ん
、
一
年
生
を
も
た
れ
た

あ
る
先
生
の
か
か
れ
た
日
記
”
風
の

記
ろ
く
躍
か
ら
二
、
三
頁
お
借
り
し

て
、
「
新
入
生
」
に
ど
ん
な
こ
と
を

　
の
ぞ
み
、
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
き
た

｛
か
を
、
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
新
し

岬
い
一
年
生
は
入
学
当
時
ど
ん
な
ふ
う

甲
に
し
て
い
る
か
を
の
ぞ
く
窓
の
一

W
つ
と
し
て
…
…
。

　
　
よ
ろ
こ
ん
で
教
室
へ
く

　
　
る
子
ど
も
に
し
た
い

　
始
業
三
十
分
前
、
キ
イ
キ
イ
音
の

甲
す
る
自
転
車
で
校
門
に
入
っ
た
と
た

塙
ん
、
「
せ
ん
チ
ェ
い
、
お
は
よ
う
」

｛
と
一
伍
生
が
教
室
の
窓
を
半
分
あ

押
け
、
か
ら
だ
を
の
り
出
し
て
、
さ
け

｝
ん
で
い
る
。
「
や
あ
、
お
は
よ
う
」

｝
と
手
を
ふ
り
な
が
ら
、
自
転
車
お
き

叩
場
に
い
っ
た
。
バ
タ
バ
タ
バ
タ
と
廊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
幹
ぼ
う

た
と
き
は
、
丁
度
一
週
門
た
っ
て
い

た
。
「
み
ん
な
も
、
子
リ
ス
と
お
な

じ
だ
ね
。
」
「
う
ん
そ
う
だ
な
。
」

と
透
君
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
さ
さ

や
い
た
。
「
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
話
は
、
み
ん
な
で
作
ろ
う
。
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
「
ぼ
く
た
ち

リ
ス
組
ね
。
」
と
い
う
二
、
三
人
の

子
ど
も
の
さ
さ
や
き
を
き
き
な
が
ら

一
週
間
続
い
た
リ
ス
の
絵
を
静
か
に

消
し
た
。
純
ち
ゃ
ん
は
、
幼
稚
園
に

行
っ
て
い
る
と
き
は
、
た
い
へ
ん
泣

き
虫
だ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
「
小

学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ま
だ
一
度

も
学
校
に
行
く
の
を
い
や
が
ら
な

い
。
」
と
い
う
母
親
の
た
よ
り
で
知

　
な
ん
で
も
話
す
子
ど
も

　
に
し
た
い

　
「
妙
子
ち
ゃ
ん
、
正
樹
ち
ゃ
ん
今

日
お
や
す
み
だ
け
ど
、
知
ら
な
い
。
」

と
聞
い
て
－
み
た
。
一
時
間
目
の
始
ま

っ
た
時
で
あ
る
。
つ
か
つ
か
と
私
の

そ
ば
へ
来
て
「
あ
の
ね
、
先
生
…
」

そ
の
先
は
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
”
大
き
な
こ
え
で
、
お

は
な
し
し
て
く
だ
さ
い
”
ど
板
書
す

る
と
、
善
ち
ゃ
ん
が
、
い
き
な
り
板

書
し
た
こ
と
を
読
み
は
じ
め
た
。
み

ん
な
も
、
そ
れ
に
つ
れ
て
読
み
だ
し

た
。
ざ
わ
ざ
わ
し
た
ふ
ん
い
き
で
あ

る
。
私
が
口
を
大
き
く
ひ
ら
い
て
、

妙
子
ち
ゃ
ん
に
話
し
か
け
る
よ
う
す

を
す
る
と
、
し
い
ん
と
私
に
注
目
し

は
じ
め
た
。
「
妙
子
ち
ゃ
ん
、
今

な
ら
、
き
っ
と
、
み
ん
な
に
聞
え

る
よ
。
」
「
だ
っ
て
み
ん
な
が
、
う

緑
の
羽
根
に
ご
協
力
を

縁
の
羽
根
の
募
金
運
動
が
始
．
藁
藤
各
響
美
箋
に
囑
下
建
・
て
く
る
暑
・

今
年
は
第
＋
習
を
迎
え
る
塁
り
蓋
る
．
昨
年
の
緑
化
議
盗
戻
な
あ
・
」
ら
た
彪
ん
・

離
露
霧
顯
壷
は
＋
日
町
市
で
は
四
万
八
善
円
勢
震
ら
下
誤
る
．
「
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髭
の
内
訳
綾
覆
化
と
し
て
二
竃
ち
よ
っ
と
ま
て
よ
・
素
ぬ
け

月
間
、
方
法
は
主
に
市
民
の
皆
様
の
　
万
五
千
二
百
円
（
高
校
一
、
中
学
校
｝

協
方
を
得
て
行
い
た
い
と
思
い
ま
…
三
・
小
董
）
・
糞
護
に
嘗
や
ま
」
「
チ
、
ツ
、
つ
ま
ん
な

す
・
羽
根
の
吉
町
璽
数
蓬
八
更
睾
校
一
）
都
雍
塁
い
な
あ
、
き
の
う
、
先
生
は
、
尋

七
黍
す
．
蓑
し
た
金
は
響
し
て
重
千
吾
円
（
公
黒
す
る
先
生
で
す
と
い
っ
た
ろ
、
だ
か

化
箋
配
布
金
と
し
て
返
馨
れ
・
そ
の
他
一
）
に
鯖
さ
れ
ま
し
た
・
謬
、
ぽ
く
、
今
日
、
い
ξ
先
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怖
来
て
、
お
ん
ぶ
し
て
も
ら
お
う
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦
、
　
盤
薫
晦
難
罐
簗
離

正
残
幹
坊
を
、
お
ん
ぶ
し
て
教
室
へ
入
っ

忠
票
粘
霧
は
私
に
お
ん
ぶ
し
て
も
ら

　
　
ハ
ソ
リ
じ

野
7
｛
う
た
め
に
六
時
に
お
き
て
や
ぞ
き

庭
5
甲
た
の
で
あ
る
。
＋
人
家
族
の
中
の
た

が

っ
ζ
－
つ

凸
版
は
四
年
広
田
正
巳
君
の
作
品

　
♂
っ
た
一
人
子
で
育
っ
た
幹
坊
で
あ

酉
語
る
・
こ
れ
は
入
学
後
三
日
目
の
出
来

　
ロ
ベ

6
雲
匠
で
あ
っ
た
。

5
．
　
牌
　
入
学
式
の
前
日
、
四
人
グ
ル
ー
プ

曹
喬
ご
と
に
色
分
け
し
た
名
札
を
机
、
下
細
長
い
小
黒
板
に
は
子
ど
も
た
ち
が
を
む
い
て
い
る
と
、
耳
も
き
ち
ん
と

3
艸
駄
箱
、
帽
子
か
け
に
は
っ
た
の
ち
、

6
咄
黒
板
に
色
チ
ョ
ー
ク
で
、
親
リ
ス
と

語
小
リ
ス
を
傑
て
「
リ
ス
」
の
憂

亟
ホ
岬
毎
朝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
子

4
｛
ど
も
た
ち
は
、
一
日
一
日
た
の
し
み

5
｝
に
し
て
い
る
時
間
で
あ
る
。
し
か
し

さ
の
　
甲
私
に
と
っ
て
は
、
毎
夜
創
作
、
創
作

っ
た
が
、
そ
れ
も
、
リ
ス
の
話
が
お

も
し
ろ
か
っ
た
せ
い
ら
し
く
、
毎
日

家
へ
か
え
る
と
、
リ
ス
の
話
を
家
の

八
女
に
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
ま
す
私
と
子
ど
も
の
む

す
び
つ
き
が
氷
が
と
け
る
よ
う
に
、

子
ど
も
の
不
安
を
と
り
の
ぞ
い
て
い

っ
た
よ
う
に
お
も
う
。
教
室
の
後
の

思
う
ぞ
ん
ぶ
ん
に
、
リ
ス
の
絵
や
自

動
車
や
飛
行
機
を
描
き
な
ぐ
り
、
さ

ら
に
私
の
顔
ら
し
い
絵
も
み
ら
れ
、

つ
た
な
い
字
で
、
せ
ん
せ
い
、
と
横

に
か
い
て
あ
る
。
学
校
へ
く
る
た
の

し
さ
が
、
そ
の
小
黒
板
に
も
ら
れ
て

い
る
。
い
つ
も
二
、
三
八
が
、
な
に

さ
ぎ
の
耳
の
よ
う
に
妙
子
ち
ゃ
ん
の

方
を
む
い
て
い
る
よ
、
も
う
一
ど
い

っ
て
さ
ら
ん
。
」
「
あ
の
ね
、
お
な

か
が
痛
い
か
ら
、
お
休
み
す
る
っ
て

正
樹
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
云
っ
た

よ
。
」
「
三
輪
さ
ん
聞
え
た
。
」
「
え

え
」
と
う
な
す
い
た
。
「
ほ
ら
ね
、

み
ん
な
が
、
お
話
し
て
い
る
人
の
方

聞
い
て
く
れ
ま
す
ね
。
」
　
「
先
生
で

も
ね
、
飛
行
機
で
も
と
ん
で
き
た
ら

ど
う
す
る
。
」
「
そ
れ
は
困
っ
た
な

あ
」
「
そ
の
時
は
話
を
し
な
い
さ
」

「
じ
ゃ
、
ま
け
す
に
大
き
な
こ
え
で

お
は
な
し
す
れ
ば
い
い
よ
。
」
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
大
き
な
こ
え
で

西
ホ
肺
の
連
続
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
だ
ん
だ
か
話
し
あ
い
な
が
ら
思
い
思
い
の
も
お
は
な
し
し
ま
し
よ
う
と
ノ
ー
ト
に

3
凸
ん
子
ど
も
た
ち
が
話
の
中
心
に
な
っ
の
を
描
い
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
週
か
か
せ
た
。
隆
君
が
「
先
生
、
バ
ス

5
そ
来
て
、
と
う
と
う
子
リ
ス
は
小
学
間
た
つ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
子
ど
も
た
ち
の
中
で
は
大
き
な
声
で
話
す
と
い
け

さ
へ
　
嚇
校
一
年
生
に
な
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
来
ど
う
し
の
む
す
び
つ
き
も
で
き
た
。
　
な
い
よ
。
」
な
る
ほ
ど
な
か
な
か
す

す
の
通
っ
た
．
話
を
し
て
く
れ
る
。

　
「
そ
れ
で
は
ど
ん
な
は
な
し
し
た
ら

よ
い
か
ね
。
」
…
…
「
み
ん
な
に
、

わ
か
る
よ
う
に
。
」
彪
た
く
さ
ん
い

る
時
は
大
き
を
こ
え
で
、
二
人
な
ら

ち
い
さ
い
声
で
よ
い
躍
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

　
子
ど
も
に
は
子
ど
も
な
り
に
、
話

し
方
を
し
っ
か
り
と
も
っ
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
し
み
じ
み
と
か
ん

じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
じ
ぶ
ん
た
ち
で
教
室
を

　
よ
く
す
る
よ
う
な
考
え

　
方
や
カ
を
そ
だ
て
た
い

　
共
同
学
習
の
あ
と
か
た
す
け
な
ど

や
う
て
い
る
う
ち
に
「
先
生
、
私
た

ち
も
、
そ
う
じ
を
さ
せ
て
／
」
と
ミ

ー
ち
ゃ
ん
が
い
っ
て
き
た
。
お
そ
ら

く
六
年
生
の
子
ど
も
た
ち
の
、
そ
う

じ
の
よ
う
す
を
み
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
さ
っ
そ
く
“
ほ
う
き
μ
を
も
っ

て
き
て
は
き
だ
し
た
。
ほ
う
き
の
柄

の
方
が
、
ミ
ー
ち
ゃ
ん
の
頭
の
上
で

大
き
く
ゆ
れ
て
い
る
。
は
い
て
い
る

ん
だ
け
れ
ど
も
、
う
ま
く
い
か
な

い
。
幹
坊
が
「
お
れ
に
も
や
ら
せ
」

と
い
っ
て
ほ
う
き
と
と
り
あ
げ
た
。

こ
れ
は
ま
た
乱
ぼ
う
な
掃
除
で
あ

る
。
δ
．
み
集
め
の
で
は
な
く
散
ら
か

し
て
い
る
と
い
っ
た
方
が
早
い
。
「
お

い
よ
せ
よ
、
み
ん
な
散
ら
か
し
て
い

る
じ
ゃ
な
い
か
。
」
太
っ
た
隆
君
が

さ
け
ん
で
い
る
。
し
か
し
幹
坊
は
や

め
よ
う
と
し
な
い
の
で
、
隆
君
と
幹

坊
の
ほ
う
き
の
販
り
争
い
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
「
み
ん
な
席
に
つ
き
ま

し
よ
う
。
」
と
い
っ
て
、
今
ま
で
の

で
き
ご
と
を
は
な
し
あ
っ
た
。
隆
君

が
立
っ
て
、
「
先
生
、
栗
山
君
は
ほ

う
き
で
ち
ら
か
し
て
ば
か
り
い
る

よ
。
」
と
う
っ
た
え
た
。
ま
り
午
が

「
あ
ん
な
こ
と
な
ら
、
み
ん
な
で
ひ

ろ
っ
た
方
が
い
い
よ
。
」
そ
こ
で
も

う
一
度
小
さ
い
ご
み
さ
が
し
を
始
め

た
。
自
分
の
ま
わ
り
に
あ
る
ご
み
は

ま
た
た
く
間
に
な
く
な
っ
た
。
こ
う

し
た
日
六
の
連
続
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
仕
事
の
係
を

っ
く
る
こ
と
に
し
た
。
黒
板
係
、
机

の
中
を
み
る
係
、
下
駄
箱
、
帽
子
、

花
…
…
「
朝
の
会
」
と
「
さ
よ
な
ら

会
」
の
と
き
の
五
分
間
を
そ
れ
に
あ

て
た
。
み
ん
な
よ
く
気
を
つ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
と
う
と
う
教
室
を
も

っ
と
き
れ
い
に
か
ざ
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
発
展
し
、
次
の
日
の
工
作
の
時

間
に
、
色
紙
で
か
ざ
る
こ
と
に
し
た
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